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「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
と
ら
な
い
」
と 

岸
田
首
相

　

安
倍
首
相
の
経
済
政
策
は
新
自
由
主
義
政
策

で
あ
り
、
市
場
万
能
主
義
・
小
さ
い
政
府
・
金

融
万
能
主
義
を
政
治
経
済
社
会
政
策
の
基
本
理

念
と
し
て
い
た
。

　

岸
田
首
相
は
就
任
早
々
、「
私
は
新
自
由
主

義
を
と
ら
な
い
」「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
と
ら
な

い
」
と
宣
言
し
、
安
倍
首
相
と
の
違
い
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
を

提
唱
し
た
。
新
自
由
主
義
が
自
滅
に
陥
り
、
新

し
い
理
念
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
あ
る
の
で
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
な
に
が
新
し
い
の
か
を
見
て
み
よ

う
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
、
安
倍
晋
三
氏
が
総
理

大
臣
に
就
任
し
た
直
後
の
２
０
１
３
年
１
月
11

日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
大
胆
な
金
融
政
策
と

機
動
的
財
政
政
策
の
二
本
柱
で
あ
る
。
そ
の
大

胆
な
金
融
政
策
は
同
年
３
月
23
日
に
日
本
銀
行

総
裁
に
就
任
し
た
黒
田
東
彦
氏
に
よ
っ
て
始
ま

り
、
４
月
４
日
に
「
日
銀
の
商
業
銀
行
か
ら
の

買
い
取
り
資
産
に
長
期
国
債
を
入
れ
る
こ
と
」

を
決
め
、
さ
ら
に
「
購
入
量
を
日
銀
券
発
行
残

高
の
枠
内
に
と
ど
め
な
い
」
こ
と
に
す
る
と
い

う
、「
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
」
を
決
定
し

た
。
さ
ら
に
２
０
１
６
年
１
月
26
日
に
は
「
マ

イ
ナ
ス
金
利
」
と
い
う
奇
策
ま
で
採
用
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
は
、
商
業
銀
行
の
日
銀

預
け
金
の
う
ち
法
定
準
備
率
を
超
え
た
部
分
に

「
金
利
を
か
け
て
日
銀
が
徴
収
す
る
」
と
い
う

政
策
で
あ
り
、
こ
の
目
的
は
商
業
銀
行
が
融
資

を
促
進
し
、
マ
ネ
ー
が
商
業
銀
行
に
残
ら
な
い

よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
政
策
で
あ
る
。

米
国
は
過
剰
な
マ
ネ
ー
放
出
で 

イ
ン
フ
レ
に

　

こ
こ
で
米
国
の
金
融
政
策
を
見
る
と
、
金
融

緩
和
は
２
０
０
８
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
始
ま

り
、
同
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
、

金
融
資
産
の
買
い
取
り
を
強
化
し
、
潤
沢
に
マ

ネ
ー
を
市
場
に
流
し
た
。
と
こ
ろ
が
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
な
る
と
、
景
気
拡
大
が
順
調
に
推
移
し

て
き
た
の
で
、
２
０
２
０
年
２
月
ま
で
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
（
中
央
銀
行
、
連

銀
）
が
資
産
買
い
取
り
を
取
り
や
め
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
景
気
が
低
迷
に
向
か
う
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
再
び
マ
ネ
ー
を
潤
沢
に
流
す

方
針
を
と
り
、
２
０
２
１
年
末
に
は
連
銀

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
８
・
７
兆
ド
ル
ま

で
膨
れ
上
が
っ
た
。

　

こ
う
し
た
過
剰
と
も
い
え
る
マ
ネ
ー
放

出
は
、
イ
ン
フ
レ
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に

な
り
、
連
銀
は
２
０
２
１
年
の
イ
ン
フ
レ

急
伸
に
驚
き
、
２
０
２
２
年
３
月
に
マ
ネ

ー
放
出
政
策
を
終
了
し
た
。
こ
う
し
て
連

銀
の
政
策
は
金
利
政
策
に
戻
っ
た
の
で
あ

る
。黒

田
総
裁
は
異
次
元
金
融
緩
和
を

継
続

　

日
本
で
は
日
銀
の
黒
田
総
裁
に
よ
る
異

次
元
の
緩
和
政
策
を
継
続
す
る
方
針
で
、

ゼ
ロ
金
利
・
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
継
続
し
て

い
る
の
で
、
日
米
の
金
利
差
が
拡
大
し
、

円
を
売
っ
て
ド
ル
を
買
う
圧
力
が
為
替
市

場
に
出
現
し
、
円
安
傾
向
が
急
速
に
進
ん

だ
。
日
銀
は
こ
の
傾
向
を
放
置
し
、
円
安

基
調
に
な
っ
て
き
た
。

　

２
０
２
１
年
10
月
に
成
立
し
た
岸
田
政

権
は
、
円
安
傾
向
が
進
展
す
る
時
期
で
あ

り
、
円
安
に
よ
る
輸
入
物
価
高
が
イ
ン
フ

レ
を
誘
発
す
る
方
向
に
遭
遇
し
た
。
し
か

し
日
銀
の
黒
田
総
裁
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
方
向
は
円
安
歓
迎
で
あ
る
の
で
、
イ
ン

フ
レ
圧
力
を
放
置
し
、
輸
入
物
価
が
上
昇

に
、
国
内
に
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
蔓
延
し
て

き
た
。

岸
田
政
権
の
長
期
的
成
長
戦
略
と

分
配
戦
略

　

岸
田
首
相
の
長
期
的
な
成
長
戦
略
は
、

（
１
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
科
学
技
術
の

進
展
、（
２
）
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
、

（
３
）
気
候
変
動
に
対
応
す
る
戦
略
の
作

成
、（
４
）
経
済
安
全
保
障
の
確
立
、
で

あ
る
。

　

こ
う
し
て
経
済
成
長
（
国
民
所
得
の
増

加
）
を
実
現
し
、
分
配
政
策
と
し
て
は
、

（
１
）
介
護
・
看
護
・
保
育
の
給
与
の
引

き
上
げ

（
２
）
民
間
企
業
の
給
与
引
き
上
げ
の
た

め
の
支
援
・
税
額
控
除
、
さ
ら
に
男
女
が

希
望
通
り
働
け
る
社
会
作
り
、
社
会
保
障

に
よ
る
負
担
増
の
抑
制
、
等
で
あ
る
。

　

以
上
で
説
明
し
た
通
り
、
岸
田
首
相

の
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
成
長
戦
略

は
「
ま
ず
成
長
あ
り
き
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
供
給
重
視
の
経
済
学
の
発
想

で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、「
新
し
い

資
本
主
義
」
は
「
新
し
い
も
の
」
で
は
な

い
。「
分
配
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

所
得
税
の
累
進
課
税
の
強
化
、
低
所
得
者

の
社
会
保
障
の
負
担
軽
減
な
ど
、
思
い
切

っ
た
法
改
正
な
ど
を
し
て
初
め
て
「
新
し

い
資
本
主
義
」
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
面
か
ら
見
て
も
、「
新
し
い
資
本
主
義
」

は
「
新
し
く
」
は
な
い
の
だ
。

「「新しい資本主義」 は新しい資本主義」 は
　　本当に 「新しい」 のか　　本当に 「新しい」 のか


